





























































天然ガス 23.5%、原子力 6.0%、水力6.3%である。 日本においては石油


































現実に日本に輸入されている原油は表 2の通 りである。 日本が2007年(1
月～ 12月)に輸入した国別原油量は 238,817千キロリットルであった。 日
本が輸入している原油の殆どが中東産であり、全体の87%に達する。内訳を
国別に見るとサウジアラビア 27%、アラブ首長国連邦 25%、イラン 12%、
カタール 10%と、 この4カ国で 74%を占めている。次いで地域別で多い
のはアジア太平洋地域になるが約 10%足らずである。毎 日のように油価が
報道されているWTI原油は一滴も輸入されていない。輸入原油量は 1980



















































年 238,817千キロリットルと推移してきた。 日本の石油需要は 1980年以後
大きな増減がなく横ばいに推移してきた。量的には横ばいであるが原油価格
は変化しているので原油輸入金額には大きな変化がある。時系列で見ると、
1973奪187イ意ドル、 1975/・F198イ窟:ドル、 1980奪ヨ549イ意 ドル、 1985年









会社 75.0%、国際石油会社 18。8%、独立系石油会社 1.8%、邦系石油開発会
社 4.4%となる。現在ではごく当然と思われる比率であるが、1975年度と比
較すると非常に大きな差がある。当時は国際石油会社 70。0%、独立系石油会

























































































































































アメリカン石油会社 (アラムコ)は米海軍向けの 1946年12月および 1947















米国湾岸⇒英王国  このルー トを若千輸送費が安くなるカリブ海
⇒英王国にルー ト変更、






















国際石油会社か らイラン原油がボイコッ トされイラン経済は破綻 し結局国有
















































































































1月1日   OPEC諸国、原油価格5%値上げ実施
2月11日   イランに暫定革命政府が成立
3月26日   第 53回OPEC総会 (ジュネーブ)14.54ドルヘ値上げ
市場条件による自由なプレミアム付加を容認
⇒ 原油多重価格の出現
6月26日    第 54回OPEC総会にて 14.54ドルから 18。00ドルに弓|き
上げ
プレミアムは2ドル以下
上限価格は23.50ドルを決定 ⇒ 第 2次石油危機
1980年
1月28日   サウジアラビア、原油価格引上げ通告
(アラビアンライ トを24→26ドル)
5月14日   サウジアラビア、原油価格引上げ通告
(同上 26ドル→ 28ドル)
9月      サウジアラビア、原油価格引上げ通告
(「lL 28 ドル )ー30 ドル)

























































































































































































































































































































































出所 :石油学会機関紙 「ペ トロテック」各号を参照
表5 原油の種類と性状
















































































































2001年7月第 1週  WTI平均価格は  26.10ドル
ブレント      25.82ドル
ドバイ
オマーン
23.40 ドル
23.44 ドル
であった。これにより次のようにサウジアラビアのアラビアン・ライ ト原油
価格が決定されている。V
①米国向け
②欧州向け
21.10ドル  WTI-5ドル
22.67ドル  ブレントー3.5ドル
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③アジア向け
原油価格決定方式の変遷と現状
23.77ドル  (ドバイ+オマーン)÷2+0.35ドル
このようにサウジアラビアからアラビアン・ライト原油を輸入したときに三
市場むけの価格が異なっている。これが原油価格のアジアプレミアムと称さ
れるものである。同じアラビアン・ライト原油を日本はこの時で米国より2.67
ドル高い価格で買っている。
::::ξ::::::::::::::::::::::::::::::::::ξ
図8 Wl‐原油とドバイ原油の価格変動の推移
4.:bオフリに
原油価格は石油市場を支配するものが決定してきたことを歴史的に辿って
きた。そして、現在は投機対象となった原油先物価格が現物取引の原油価格
を押し上げていることを明らかにした。そして、指標原油価格をもとにして、
その他の原油価格が算出される計算式 (フォーミュラ)が大消費国日本にとっ
ては問題視すべきことである。石油関係者の間では各種論文や報告書におい
出所:米国エネルギー 省資料から作成
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原油価格決定方式の変遷と現状
てアジアプレミアムは問題視されながら、現実の経済界では依然としてアジ
アプレミアムを解決しようとする動きはない。原油価格高騰が日本経済に与
える影響が莫大な今日、同じ原油が米国と日本では異なる価格で売られてい
ることに対 して大消費国日本はもっと声を上げるべきときに来ているのでは
ないだろうか。又、 日本が中東産油国から輸入している中東原油がWTI原油
に連動するこのしくみに問題がある。大消費国日本は中東産油国と、生産者・
消費者の関係から価格交渉を行なうべきであろう。そして、その際、日本政
府は産油国の経済発展に寄与するような協力をもちかけるべきである。
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